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注）四捨五入により記載しているため、合計が一致しない場合があります

企 業 会 計 水 道 事 業 下 水 道 事 業

収 益 的
収 支

収　入 14億9,698万円 12億1,043万円 2億8,655万円

支　出 14億7,113万円 12億 　19万円 2億7,094万円

資 本 的
収 支

収　入 6億2,567万円 2億7,267万円 3億5,300万円

支　出 12億4,633万円 7億8,725万円 4億5,908万円

歳出総額歳出総額
238億6,395万円238億6,395万円

どう使われたの？ 私たちの税金 市民の皆さんが、鉾田市に納めている市税（市民税・固定資産税・
軽自動車税・たばこ税・入湯税）、国や県からの交付金や補助
金などがどのように使われたのかお知らせします。

　一般会計歳出　一般会計歳出

会計
区分 一般会計 特別会計

国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険 農業集落排水事業

歳 入 251億6,440万円 133億8,290万円 71億1,359万円 7億　814万円 53億3,488万円 2億2,629万円

歳 出 238億6,395万円 130億5,716万円 69億4,886万円 ６億9,776万円 51億8,725万円 2億2,329万円

0.7%0.7%

4.4%4.4% 7.1%7.1%

3.4%3.4%
2.1%2.1%

7.0%7.0%

4.8%4.8%

34.0%34.0%13.4%13.4%

10.3%10.3%

12.9%12.9%

民生費民生費
81億407万円81億407万円

衛生費衛生費
30億8,264万円30億8,264万円

議会費
1億5,730万円
議会の運営のた
めの経費

総務費
16億9,609万円

庁舎や財産の維持管理、
税金の徴収、戸籍、選挙
などの経費

健康診査や予防接種、
ゴミやし尿処理などの
経費

農林水産業費 8億314万円
農林水産業の振興を図るための
支援や生産基盤整備などの経費

商工費 5億529万円
商工業の育成や観光の
振興などの経費

土木費土木費
16億5,991万円16億5,991万円

道路や公園の整
備・維持管理の
ための経費

教育費教育費
31億9,249万円31億9,249万円

学校教育、生涯
学習の充実、文
化・スポーツの
振興などの経費

公債費公債費
24億5,771万円24億5,771万円

市の借入金（市債）
を返済するための
経費

消防費
11億4,657万円
防災活動や消防活
動、消防車両整備
などの経費

その他
災害復旧費　2億6,155万円
諸支出金　　7億9,719万円
計　　　　 10億5,874万円

高齢者や障害者の福祉
サービス、子育て支援、
生活保護などの経費
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次のページから
令和5年度に行われた
主な事業を紹介するよ。
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自主財源自主財源
36.9％36.9％

依存財源依存財源
63.1％63.1％

歳入総額歳入総額
251億6,440万円251億6,440万円

令和5年度歳入歳出決算を集中審議

どう使われたの？ 私たちの税金
　一般会計歳入　一般会計歳入

会計
区分 一般会計 特別会計

国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険 農業集落排水事業

歳 入 251億6,440万円 133億8,290万円 71億1,359万円 7億　814万円 53億3,488万円 2億2,629万円

歳 出 238億6,395万円 130億5,716万円 69億4,886万円 ６億9,776万円 51億8,725万円 2億2,329万円

※「自主財源」とは、地方公共団体が自主的に収入できる財源
※「依存財源」とは、国や県により定められた額が交付される財源

4.2%4.2%

6.0%6.0%

5.9%5.9%
4.2%4.2%

4.1%4.1%

6.7%6.7%

21.9%21.9%

27.0%27.0%

17.9%17.9%

2.2%2.2%

 その他
地方譲与税 　　　2億9,665万円
法人事業税交付金　　8,774万円
など　　　　　計 5億4,649万円

市税市税
55億1,298万円55億1,298万円

市民税、固定資産
税、軽自動車税、
市たばこ税など

繰入金
10億4,711万円
特別会計や基金など
から一般会計へ移さ
れるお金

繰越金
16億7,904万円
決算上余剰金が生じ、
翌年度の財源として
繰り越すお金

その他
寄附金（ふるさと鉾田応援寄附金など）
　　　　　　　　　  3億   168万円
使用料及び手数料　  1億1,582万円
など　　　　　　計10億3,927万円

地方交付税地方交付税
68億1,530万円68億1,530万円

国税（所得税・法人税・酒税・
消費税・地方法人税）の一定割
合を財源として、一定水準の行
政サービスを受けられるよう国
から交付されるお金

国庫支出金国庫支出金
45億8万円45億8万円

特定の事務事業に
対して、国から市
に交付されるお金

県支出金県支出金
14億9,609万円14億9,609万円

特定の事務事業に対
して、県から市に交
付されるお金

市債
14億8,300万円
市が大きな事業を
行うにあたり必要
な財源を国・銀行
などから調達する
借入金

地方消費税交付金
10億4,504万円
国や県が徴収した消
費税の一部が市に配
分されるお金
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プ鉾田市本庁舎整備事業鉾田市本庁舎整備事業

（仮称）鉾田市子育て・コミュニティセンター整備事業（仮称）鉾田市子育て・コミュニティセンター整備事業

公共交通対策事業公共交通対策事業

令和12年度を目途に新庁舎·公共施設等整備を令和12年度を目途に新庁舎·公共施設等整備を
推進し、庁内推進体制を整えたほか、基本構推進し、庁内推進体制を整えたほか、基本構
想策定に着手した。基本構想策定においては、想策定に着手した。基本構想策定においては、
鉾田市新庁舎·公共施設等整備基本構想検討委鉾田市新庁舎·公共施設等整備基本構想検討委
員会を設置し、検討を進めている。員会を設置し、検討を進めている。

（仮称）鉾田市子育て・コミュニティセンター基（仮称）鉾田市子育て・コミュニティセンター基
本設計及び実施設計業務委託、管理運営計画本設計及び実施設計業務委託、管理運営計画
策定業務委託については、それぞれ令和４年策定業務委託については、それぞれ令和４年
７月と令和５年３月に契約を締結したが、物価７月と令和５年３月に契約を締結したが、物価
高騰などを理由に当該事業計画を実施しない高騰などを理由に当該事業計画を実施しない
こととしたことから、契約の解約に伴う賠償金こととしたことから、契約の解約に伴う賠償金
（1,212万円）を支払った。　（1,212万円）を支払った。　

「ほこまる号」運行経費に対して支援すること「ほこまる号」運行経費に対して支援すること
で、市民の移動手段の確保に努めたほか、市で、市民の移動手段の確保に努めたほか、市
外への移動需要に対応するため、市外限定デ外への移動需要に対応するため、市外限定デ
ジタルタクシー利用助成事業の導入に向けてジタルタクシー利用助成事業の導入に向けて
業務委託契約を締結した。業務委託契約を締結した。

120万円

4,942万円

1,384万円

主な事業

主な事業

主な事業

市HPで令和5年度決算書及び決算に関する説明書が市HPで令和5年度決算書及び決算に関する説明書が
公開されています。公開されています。

決算書はこちら 決算に関する説明書はこちら

市外医療機関への通院時に市に登録され
たタクシー会社を利用することで、運賃
を助成する制度です。
利用するには、事前に利用者証の交付を
受ける必要があります。
　対　象：鉾田市内に居住する方で、
　　　　　利用者証の交付を受けた方
　助成額：1回の利用につき運賃の
　　　　　2分の1以内（年間限度額あり）

令和6年7月1日から
事業スタート!!

市外限定デジタル
タクシー事業
詳細はこちら

詳しく知りたい方は
議会だより№74
P18～19　
追跡レポート
を見てね！
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私たちの税金がどのような事業に使われたのかチェックしてみましょう！

市営住宅管理事業市営住宅管理事業

英語指導事業英語指導事業

鉾田・大洗広域事務組合鉾田・大洗広域事務組合
負担金負担金

涸沼·鹿島灘海岸地区道路涸沼·鹿島灘海岸地区道路
整備事業（繰越）整備事業（繰越）

保健事業と介護予防の一体的な保健事業と介護予防の一体的な
「元気高齢者」サポート事業「元気高齢者」サポート事業

第一保育所運営事業第一保育所運営事業
第二保育所運営事業第二保育所運営事業

住宅に困窮する低所得者に対し賃貸し、生活住宅に困窮する低所得者に対し賃貸し、生活
の安定および社会福祉の増進に寄与することの安定および社会福祉の増進に寄与すること
を目的とした、市営住宅の維持管理を行った。を目的とした、市営住宅の維持管理を行った。

ALTを活用した授業の展開により、コミュニALTを活用した授業の展開により、コミュニ
ケーション能力の育成に努めるとともに、外国ケーション能力の育成に努めるとともに、外国
語を通じて言語や文化について体験的に理解語を通じて言語や文化について体験的に理解
を深めた。を深めた。

鉾田 ·大洗広域事務組合の施設整備費や組合鉾田 ·大洗広域事務組合の施設整備費や組合
運営費等を負担することにより、環境負荷の少運営費等を負担することにより、環境負荷の少
ない新ごみ処理施設の建設を推進した。ない新ごみ処理施設の建設を推進した。

海岸の地区及び大洗鹿島線涸沼駅付近の地区海岸の地区及び大洗鹿島線涸沼駅付近の地区
を結び、生活交流の推進や緊急避難路としてを結び、生活交流の推進や緊急避難路として
地域間道路の整備を行う目的で、沢尻 ·上釜地域間道路の整備を行う目的で、沢尻 ·上釜
地区の用地測量及び土地評価 ·不動産鑑定業地区の用地測量及び土地評価 ·不動産鑑定業
務等を実施した。務等を実施した。

フレイル予防のための運動、栄養、口腔をテーフレイル予防のための運動、栄養、口腔をテー
マとした介護予防教室等を実施した。「高齢者マとした介護予防教室等を実施した。「高齢者
の質問票」による状態把握を実施し、フレイの質問票」による状態把握を実施し、フレイ
ルの恐れがある方や健康に問題がある方へのルの恐れがある方や健康に問題がある方への
訪問などによる介入支援を行った。訪問などによる介入支援を行った。

保育士の負担軽減と業務の効率化を図り、ア保育士の負担軽減と業務の効率化を図り、ア
プリでの連絡事項等を配信することにより、保プリでの連絡事項等を配信することにより、保
護者の利便性の向上に努めた。護者の利便性の向上に努めた。

835万円
2,779万円

3,706万円
4,567万円

3,904万円1,079万円

1億2,389万円

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

令和5年度歳入歳出決算
　　　主な事業をピックアップ

※決算額は四捨五入により記載しています。※イラストはイメージです。
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 学校現場のICT化は
指導総務事業の内容と成果は。

GIGAスクール構想のもと、児童·生徒
に１人１台の端末を配備し、デジタルド
リル等を活用した学習をしている。ま
た、教師には校務支援システムを導入
し、事務の負担軽減を実現した。

 コンビニ証明書交付事業の実績は
令和５年度分の各種証明書の発行実
績、証明書別の発行時間は。

住民票の写しが3,044通、印鑑登録
証明書が2,811通、令和４年度実績と
の比較で約1.7倍の伸び。発行時間は、
市役所の開庁時間帯と同じ時間帯の
利用が多い。

市民の利便性向上に向けてマイナン
バーカードの普及を考慮の上、検討
し進めていただきたい。

問

 市税の不納欠損の対応は
市税不能欠損の多くは外国人とのことだが、
未納のまま国外へ転出する外国人への対応は。

市民課の手続き時に必要事項が記入された書類
を渡し、必要な手続き及び納入を促している。

積極的に未納を防ぐように取組んでいただき
たい。

 空き家対策の実績は
空き家対策事業における実績、周辺住民か
らの苦情は。

解体実績に対する補助申請が16件で、周辺
住民からの苦情等はない。また、空き家バン
クを活用した移住定住状況については、１件
の売買契約が行われた。

 介護予防運動指導事業委託料の内容は
事業の内容は。

元気づくり教室、さわやかフィットネス、膝
痛教室やリハビリの事業などを鉾田市健康
づくり財団及び社会福祉協議会に委託して
実施している。

高齢者の健康寿命延伸のためにこれからも
継続してほしい。

総務企画分科会　主な質疑
9月17日

経済建設分科会　主な質疑
9月18日

厚生文教分科会　主な質疑
9月19日

答

答

答

答

答

問

問

問 問

意見

意見

意見

所管：政策企画部、総務部、会計課

所管：環境経済部、農業委員会、
　　　建設部、上下水道部

所管：福祉保健部、福祉事務所、教育委員会

 市道維持補修事業における現状は
各地区への砕石運搬状況の実績は。

旭地区が15件、鉾田地区が33件、
大洋地区が73件である。

各地区の予算配分も含め、砕石運
搬の明確な基準を定めた上で、事業
を進めていただきたい。 

答

問

意見

※不納欠損…�未納となっている市の債権（市税など）のうち、徴
収の見込みが立たないなどの理由により未収金
から除くこと。
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決算特別委員会
　決算特別委員会は、常任委員会ごとに分科会を設置し、集中審議を行いました。

■主な討論

議案第 1 号　令和 5 年度鉾田市一般会計歳入歳出決算認定について

　市税賦課徴収に対する公平原則の欠如、安易な滞納処分と不能欠損の取扱いは納税者に
説明できるものではない点、国民健康保険特別会計への一般会計からの多額繰出金にあっ
ては計画性のない運営である点、子育て環境の改善充実に向けてのサービス等は短絡的な
取扱いが続いている点、（仮称）鉾田市子育て·コミュニティセンター整備事業にあっては、
市長の思い付き政策で、意図的に判断を遅らせ、市民の理解を求めないまま中止し、多額
の予算を無駄にした場当たり的な行政運営、安易な予算執行に対し、到底、認定できない
ものとして反対する。

　横断的に切れ目のない政策展開を図り、「“幸
こう

”循環のまちづくり」を着実に進め、子育て
世代の経済的負担の軽減、児童生徒の教育環境の充実、（仮称）鉾田市子育て·コミュニティ
センター整備事業にあっては、物価高騰により中止の決定がなされたものの、ホール機能
も含め、新庁舎及び公共施設の集約·複合化の検討が開始され、市の50年、100年後の将
来を見据えた場合、この中止の判断については一定の理解ができるものであること、その
他の多くの事業推進の中で国県補助金を有効に活用した事業展開は評価することができる
ことから賛成する。

賛 

成

反 

対

　９月24日に行われた決算特別委員会では、各分科会で審査された議案の審査経過が報告され、その
報告に対する質疑を行いました。
　続く議員間討議では、各分科会より「外国人住民に対する行政サービスについて」、「空き家対策を踏
まえた、これからの市営住宅のあり方について」、「元気な高齢者づくりのための支援について」が提起
され、それぞれ事業の充実を図るべきではなどの意見が出されました。
　この他、（仮称）鉾田市子育て·コミュニティセンター整備事業の中止に至るまでの執行部の説明のあ
り方、責任の所在についての討議がされました。
　その後、討論·採決が行われ、議案第１号　令和5年度鉾田市一般会計歳入歳出決算認定については
賛成少数により不認定となりました。議案第２号については賛成多数により認定、議案第３号から議案
第７号については全会一致で認定されました。

全体会 9月24日

9月11日設置

○流れ
本　　会　　議　決算特別委員会へ議案を付託
　　　↓
決算特別委員会　分科会設置
　　　↓
総務企画分科会
経済建設分科会　所管事項の審査
厚生文教分科会
　　　↓
決算特別委員会  （全体会）
　　　　　　　　分科会長からの報告、質疑、
　　　　　　　　議員間討議、討論、採決
本　　会　　議　委員長報告、討論、採決

　　　　　委  員  長　小沼　勝
委員構成　副委員長　堀田　正衛
　　　　　委　　員　議長及び議会選出の
　　　　　　　　　　監査委員を除く議員

審査の能率向上を図り、詳細な
検討を行うために置くもの。
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令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
　
主
な
日
程
　
／
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥

９
月
3
日〔
火
〕本
会
議

・開
会

・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・会
期
の
決
定

・諸
般
の
報
告

・行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
説
明

 (
議
案
第
１
号
か
ら
第
16
号
及
び
監
査
報
告
）

９
月
5
日〔
木
〕本
会
議

・一
般
質
問

９
月
6
日〔
金
〕本
会
議

・一
般
質
問

９
月
11
日〔
水
〕本
会
議

・議
案
第
８
号
か
ら
第
16
号
質
疑·

討
論·

採
決

９
月
13
日〔
金
〕本
会
議

・決
算
及
び
財
団
報
告
に
関
す
る
質
疑

・決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

９
月
17
日〔
火
〕決
算
特
別
委
員
会（
総
務
企
画
分
科
会
）

９
月
18
日〔
水
〕決
算
特
別
委
員
会（
経
済
建
設
分
科
会
）

９
月
19
日〔
木
〕決
算
特
別
委
員
会（
厚
生
文
教
分
科
会
）

９
月
24
日〔
火
〕決
算
特
別
委
員
会（
全
体
会
）

９
月
25
日〔
水
〕総
務
企
画
常
任
委
員
会

９
月
26
日〔
木
〕厚
生
文
教
常
任
委
員
会

９
月
27
日〔
金
〕経
済
建
設
常
任
委
員
会

9
月
30
日〔
月
〕本
会
議

・議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
委
員
長
報
告·

質
疑·

討
論·

採
決

・議
案
第
17
号
及
び
議
案
第
18
号

  

提
案
説
明·

質
疑·

討
論·

採
決

・請
願
第
06-

2
号
委
員
長
報
告·

質
疑·

討
論·

採
決

・議
議
案
第
2
号
提
案
説
明·

質
疑·

討
論·

採
決

・議
員
派
遣
の
件

・閉
会

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会

主 な 日 程

会議名 議　　　案　　　等
第
３
回
定
例
会

第3号 令和５年度鉾田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

第4号 令和５年度鉾田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

第5号 令和５年度鉾田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

会
議
名

議員名

議案等

関
根
正
史

久
保
田
豊

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

亀
山
　

彰

小
沼
　

勝

根
嵜
　

眞

水
上 

美
智
子

入
江
　

晃

岩
間
勝
栄

井
川
茂
樹

米
川
宗
司

山
口
　

德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野
　

衛

討 論
採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第
３
回
定
例
会

第1号
令和５年度鉾田市一
般会計歳入歳出決算
認定について

○ ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ○
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

● ○ ○ ○ ● ● ○
鬼澤
高野

久保田
亀山

認
定

第2号

令和５年度鉾田市国
民健康保険特別会計
歳入歳出決算認定に
ついて

○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 水上 高野 認
定

第9号
鉾田市国民健康保険
条例の一部改正につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 水上 高野 可
決
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令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
　
概
要
　
／
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

９
月
3
日〔
火
〕本
会
議

・開
会

・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・会
期
の
決
定

・諸
般
の
報
告

・行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
説
明

 (

議
案
第
１
号
か
ら
第
16
号
及
び
監
査
報
告
）

９
月
5
日〔
木
〕本
会
議

・一
般
質
問

９
月
6
日〔
金
〕本
会
議

・一
般
質
問

９
月
11
日〔
水
〕本
会
議

・議
案
第
８
号
か
ら
第
16
号
質
疑·

討
論·

採
決

９
月
13
日〔
金
〕本
会
議

・決
算
及
び
財
団
報
告
に
関
す
る
質
疑

・決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

９
月
17
日〔
火
〕決
算
特
別
委
員
会（
総
務
企
画
分
科
会
）

９
月
18
日〔
水
〕決
算
特
別
委
員
会（
経
済
建
設
分
科
会
）

９
月
19
日〔
木
〕決
算
特
別
委
員
会（
厚
生
文
教
分
科
会
）

９
月
24
日〔
火
〕決
算
特
別
委
員
会（
全
体
会
）

９
月
25
日〔
水
〕総
務
企
画
常
任
委
員
会

９
月
26
日〔
木
〕厚
生
文
教
常
任
委
員
会

９
月
27
日〔
金
〕経
済
建
設
常
任
委
員
会

9
月
30
日〔
月
〕本
会
議

・議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
委
員
長
報
告·

質
疑·

討
論·

採
決

・議
案
第
17
号
及
び
議
案
第
18
号

  

提
案
説
明·

質
疑·

討
論·

採
決

・請
願
第
06-

2
号
委
員
長
報
告·

質
疑·

討
論·

採
決

・議
議
案
第
2
号
提
案
説
明·

質
疑·

討
論·

採
決

・議
員
派
遣
の
件

・閉
会

会議名 議　　　案　　　等

第
　
３
　
回
　
定
　
例
　
会

第6号 令和５年度鉾田市水道事業会計収入支出決算認定について

第7号 令和５年度鉾田市下水道事業会計収入支出決算認定について

第8号 鉾田市税条例の一部改正について

第10号 鉾田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

第11号 令和６年度鉾田市一般会計補正予算 （第３号）

第12号 令和６年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算 （第１号）

第13号 令和６年度鉾田市後期高齢者医療特別会計補正予算 （第１号）

第14号 令和６年度鉾田市介護保険特別会計補正予算 （第１号）

第15号 令和６年度鉾田市水道事業会計補正予算 （第１号）

第16号 令和６年度鉾田市下水道事業会計補正予算 （第１号）

第17号 令和６年度鉾田市一般会計補正予算 （第４号）

第18号 工事請負契約の締結について （鉾田市立旭小学校校舎等新築工事）

請願
第06-2号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を
求める請願

議議案
第2号

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書の提出について

報告
第5号

専決処分事項の報告について
　損害賠償の額の決定及び和解について

報告
第6号

専決処分事項の報告について
　損害賠償の額の決定及び和解について

　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
3
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
市
長
か
ら
令
和
5
年
度
各
会
計
決
算
な

ど
18
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
5
年
度
各
会
計
決
算
は
、
決
算
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
所
管
す
る
分
科
会
ご
と
で
集

中
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

 （ 

☞ 

Ｐ
6
、
7
）

　
一
般
質
問
で
は
、
９
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、

子
育
て
支
援
政
策
の
更
な
る
充
実
、
人
口
減
少
の
歯

止
め
に
つ
い
て
、
地
方
創
生
に
関
す
る
企
業
間
包
括

連
携
に
つ
い
て
、
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☞
Ｐ
11
～
Ｐ
16
）

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
「
財
政
10
ヶ
年
計
画

（
令
和
７
年
度
以
降
）
と
重
点
諸
計
画
の
整
合
性
及

び
財
政
運
営
」、「
財
政
運
営
上
活
用
す
る
地
方
債
及

び
本
市
各
基
金
の
有
効
性
」
に
つ
い
て
の
所
管
事
務

調
査
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
請
願
審
査
と
併

せ
て
、「
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
」、「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
」
に
つ
い
て
の
所
管
事

務
調
査
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
「
水
道
事
業

の
広
域
化
」、「
国
道
51
号
子
生
地
区
道
路
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
な
ど
5
点
の
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可

決
さ
れ
、
請
願
06
－
2
号
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
の
議
議
案
第
2
号
「
教
職
員
定

数
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
係

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
も
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☞
Ｐ
10
）

概 　 　 要

市長提出議案

概要はこちら



1010

注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
　
／
　
請
願
審
査
報
告

請願第06-2号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府
予算に係る意見書採択を求める請願

請 願 審 査

【請願内容】
　子どもたちのゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配の増員や少数職種
の配置増など教職員定数改善が不可欠である。
　このことから国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住
んでいても、教育機会の均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持を
求めるもの。

【審査経過】
　厚生文教常任委員会に付託された本請願を、請願紹介議員及び
参考人の出席を求めて審査しました。審査においては、加配教員
の配置の方法や少数職種について、地域部活動移行に係る教職員
の負担及び世代間での仕事の考え方の違いによる職場環境の課題
など様々な質疑応答が行われ、委員からは、令和５年第４回定例
会でも同一趣旨の請願を審議している案件であることから、教育
環境の改善のため継続して採択するべきであるとの意見がありま
した。 
　審査の結果、本請願は願意妥当であると認め、全会一致で採択
となりました。
　なお、本会議においても全会一致で採択となりました。

採　択

議案第18号 工事請負契約の締結について
（鉾田市立旭小学校校舎等新築工事）

令和８年4月開校に向けて

国に対し意見書を提出しました
意見書はこちら

鉾田市立旭小学校イメージ

【工事概要】
工 事 名　鉾田市立旭小学校校舎等新築工事
工事場所　鉾田市玉田地内
工事内容　校舎、屋内運動場、プール、外構、調整池等
契 約 額　49億8,850万円（税込み）

鉾田市最後の
統合小学校！
完成が待ち遠しい
ですね！
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令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
　
こ
こ
が
聞
き
た
い
!!
　
一
般
質
問

議 員 名 質　問　事　項

水上　美智子

1
子育て支援政策の更なる充実、
人口減少の歯止めについて

2
視覚に障がいがある方への音
声コード支援の充実について

3 地方就職学生支援事業について

4
スマートフォンのアプリの活用に
ついて

鬼澤　治男

1
大竹海岸鉾田海水浴場を開設
しなかった理由について

2
ほっとパーク鉾田・とっぷさん
て大洋の運営について

久保田　豊

1
地方創生に関する企業間包括
連携について

2 公立認定こども園整備について

3
新しく公表されたハザードマッ
プから読み解く避難所・避難
場所の設置・運営について

関根　正史

1 家庭教育について

2 学校教育について

3
生分解性マルチへの転換につい
て

4 地域計画の策定について

高野　　衛

1
日本原子力開発機構「常陽」（大
洗町） の再稼働問題について

2 南海トラフ地震への備えについて

3
熱中症対策としてエアコンの電
気代補助について

4
鉾田市の海岸の浸食対策につ
いて

5
訪問介護事業者への支援につ
いて

亀山　　彰

1

消滅可能性自治体の烙印を押
された本市と大洗鹿島線をはじ
めとする地域公共交通事業者
応援と利用者への支援について

2
低価格落札や不可解な落札が
目を引く建設コンサルタント等
業務の入札制度について

議 員 名 質　問　事　項

羽成　洋一

1
視覚障がい者への市職員の配
慮について

2 市内の大規模盛土造成地について

3
小・中学校通学路の安全対策
について

髙埜　栄治

1
女性を取り巻く 「困難な問題」 の
解決に係る支援策の充実について

2

幼少期児童を有する家庭から育
む郷土愛ならびに魅力的資源
から醸成創造するラーケーショ
ン観光振興について

3

本市に立地・ 隣接する原子力
研究施設及び自衛隊施設の管
理運営危険リスクに対する認識
ならびにその対応及び陳情活
動等について

土子　勝也

1
防犯カメラの設置の推進事業に
ついて

2
ふるさと納税と企業版ふるさと
納税について

3 鉾田市農業再生協議会について

4 鉾田市の水質について

検　索鉾田市議会　会議録

鉾田市議会ホームページで

一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス

   「http://www.city.hokota.lg.jp」

②市ガイド内の 「鉾田市議会」 クリック

③会議録をクリック

※今定例会の会議録は6月上旬公開予定です。

また、 各議員の2次元コードを読み込むことで、
一般質問の録画放送を再生できます。

ここが聞きたい!! 一般質問ここが聞きたい!! 一般質問

¦¦お
知らせお知らせ ¦¦

P15

P15

P16

P12

P12

P13

P14

P14

P13

議員が市政全般の現状や方針などを問うもので
す。 ここでは、 一般質問を要約して掲載します !!

？？？ 一般質問とは？一般質問とは？
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ランドセル購入費の助成を

大竹海岸鉾田海水浴場の今後は

大
竹
海
岸
鉾
田
海
水

大
竹
海
岸
鉾
田
海
水

浴

場

を

開

設

し

な

浴

場

を

開

設

し

な

か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
本

【
環
境
経
済
部
長
】
本

市
の
海
水
浴
条
例
に

市
の
海
水
浴
条
例
に

お
い
て
、
安
全
に
整
備
し
、

お
い
て
、
安
全
に
整
備
し
、

危
険
防
止
を
図
り
、
海
水
浴

危
険
防
止
を
図
り
、
海
水
浴

客
が
安
心
し
て
遊
泳
で
き
る

客
が
安
心
し
て
遊
泳
で
き
る

よ
う
に
管
理
・
運
営
す
る
と

よ
う
に
管
理
・
運
営
す
る
と

規
定
し
て
い
る
。
本
年
度
に

規
定
し
て
い
る
。
本
年
度
に

つ
い
て
は
、
砂
浜
の
浸
食
に

つ
い
て
は
、
砂
浜
の
浸
食
に

よ
る
影
響
で
砂
浜
の
護
岸
ブ

よ
る
影
響
で
砂
浜
の
護
岸
ブ

ロ
ッ
ク
が
一
部
破
損
し
て
い

ロ
ッ
ク
が
一
部
破
損
し
て
い

る
こ
と
や
基
礎
部
分
に
敷
き

る
こ
と
や
基
礎
部
分
に
敷
き

詰
め
ら
れ
て
い
た
石
が
流
出

詰
め
ら
れ
て
い
た
石
が
流
出

し
て
い
る
状
態
で
あ
る
な
ど
、

し
て
い
る
状
態
で
あ
る
な
ど
、

来
場
す
る
海
水
浴
客
が
け
が

来
場
す
る
海
水
浴
客
が
け
が

を
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
判

を
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
判

断
し
た
た
め
、
開
設
を
中
止

断
し
た
た
め
、
開
設
を
中
止

と
し
た
。

と
し
た
。

海
水
浴
場
を
開
設

海
水
浴
場
を
開
設

し
な
い
と
の
告
知

し
な
い
と
の
告
知

や
現
場
の
危
険
対
策
は
ど
の

や
現
場
の
危
険
対
策
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
か
伺
う
。

よ
う
に
対
応
し
た
か
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
海

【
環
境
経
済
部
長
】
海

水
浴
場
を
開
設
し
な

水
浴
場
を
開
設
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
テ
レ

い
と
い
う
こ
と
で
、
テ
レ

ビ
、
新
聞
等
で
報
道
し
た
ほ

ビ
、
新
聞
等
で
報
道
し
た
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

紙
、
現
場
へ
の
看
板
設
置
な

紙
、
現
場
へ
の
看
板
設
置
な

ど
に
よ
り
海
水
浴
場
を
開
設

ど
に
よ
り
海
水
浴
場
を
開
設

し
て
い
な
い
旨
や
危
険
で
あ

し
て
い
な
い
旨
や
危
険
で
あ

る
旨
の
周
知
を
図
っ
た
。
ま

る
旨
の
周
知
を
図
っ
た
。
ま

た
、
現
場
に
つ
い
て
は
、
職

た
、
現
場
に
つ
い
て
は
、
職

員
に
よ
る
巡
回
を
毎
日
実
施

員
に
よ
る
巡
回
を
毎
日
実
施

し
、
さ
ら
に
警
察
へ
の
巡
回

し
、
さ
ら
に
警
察
へ
の
巡
回

依
頼
や
消
防
署
等
と
の
連
携

依
頼
や
消
防
署
等
と
の
連
携

を
図
り
、
対
策
に
努
め
た
。

を
図
り
、
対
策
に
努
め
た
。

大
竹
海
岸
鉾
田
海

大
竹
海
岸
鉾
田
海

水
浴
場
の
再
開
に

水
浴
場
の
再
開
に

向
け
て
の
対
応
策
を
伺
う
。

向
け
て
の
対
応
策
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
海

【
環
境
経
済
部
長
】
海

水
浴
場
の
再
開
に
向

水
浴
場
の
再
開
に
向

け
た
対
応
に
つ
い
て
は
、
海

け
た
対
応
に
つ
い
て
は
、
海

岸
の
管
理
者
で
あ
る
茨
城
県

岸
の
管
理
者
で
あ
る
茨
城
県

へ
速
や
か
な
護
岸
の
修
復
と

へ
速
や
か
な
護
岸
の
修
復
と

砂
浜
回
復
の
た
め
の
対
策
を

砂
浜
回
復
の
た
め
の
対
策
を

要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
で
は
改
修
の
事
業
化
に
向

県
で
は
改
修
の
事
業
化
に
向

け
専
門
家
等
に
よ
る
意
見
を

け
専
門
家
等
に
よ
る
意
見
を

聞
き
、
対
応
策
を
協
議
・
検

聞
き
、
対
応
策
を
協
議
・
検

討
中
と
の
報
告
を
受
け
て
い

討
中
と
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続

る
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続

き
県
に
対
し
て
早
急
な
対
応

き
県
に
対
し
て
早
急
な
対
応

を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。　　

本
市
の
観
光
資
源

本
市
の
観
光
資
源

と
し
て
、
有
効
に

と
し
て
、
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
、
な
る
べ

活
用
で
き
る
よ
う
、
な
る
べ

く
早
い
再
開
を
お
願
い
す
る
。

く
早
い
再
開
を
お
願
い
す
る
。

入
学
時
に
ラ
ン
ド
セ

入
学
時
に
ラ
ン
ド
セ

ル

ま

た

は

通

学

用

ル

ま

た

は

通

学

用

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
購
入
費

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
購
入
費

の
補
助
を
行
い
、
保
護
者
の

の
補
助
を
行
い
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。
そ

げ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。
そ

こ
で
市
の
見
解
を
伺
う
。

こ
で
市
の
見
解
を
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
人
口
減

【
教
育
部
長
】
人
口
減

少
を
抑
え
る
た
め
の

少
を
抑
え
る
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

施
策
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
課
題
で
あ
る

員
会
と
し
て
も
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
本

と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
本

市
に
お
い
て
は
、
家
庭
の
経

市
に
お
い
て
は
、
家
庭
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
よ
り

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
よ
り

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
向

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
向

上
を
図
り
、
子
育
て
世
帯
か

上
を
図
り
、
子
育
て
世
帯
か

ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
給
食
費
の
実
質
無
償
化

て
、
給
食
費
の
実
質
無
償
化

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
無
料
に

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
無
料
に

す
る
こ
と
で
各
家
庭
の
支
援

す
る
こ
と
で
各
家
庭
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ラ
ン
ド
セ
ル
の
購
入
費
補
助

ラ
ン
ド
セ
ル
の
購
入
費
補
助

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

令
和
７
年
度
、
令

令
和
７
年
度
、
令

和
８
年
度
及
び
令

和
８
年
度
及
び
令

和
９
年
度
新
入
生
の
児
童
数

和
９
年
度
新
入
生
の
児
童
数

見
込
み
を
伺
う
。

見
込
み
を
伺
う
。

　　

【
教
育
部
長
】
住
民
基

【
教
育
部
長
】
住
民
基

本
台
帳
を
基
に
し
た

本
台
帳
を
基
に
し
た

新
入
生
の
見
込
み
数
は
、
令

新
入
生
の
見
込
み
数
は
、
令

和
７
年
度
２
４
３
人
、
令
和

和
７
年
度
２
４
３
人
、
令
和

８
年
度
２
３
５
人
、
令
和
９

８
年
度
２
３
５
人
、
令
和
９

年
度
２
２
４
人
で
あ
る
。

年
度
２
２
４
人
で
あ
る
。

少
子
化
が
進
ん
で

少
子
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
確
認

い
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
そ
こ
で
第
３
期
子

で
き
た
。
そ
こ
で
第
３
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

画
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

結
果
、
就
学
前
児
童
・
小
学

結
果
、
就
学
前
児
童
・
小
学

生
と
共
に
子
ど
も
の
た
め
の

生
と
共
に
子
ど
も
の
た
め
の

経
済
的
負
担
が
大
き
い
と
い

経
済
的
負
担
が
大
き
い
と
い

う
回
答
が
一
番
多
か
っ
た
。

う
回
答
が
一
番
多
か
っ
た
。

こ
の
経
済
的
負
担
が
大
き
い

こ
の
経
済
的
負
担
が
大
き
い

と
こ
ろ
に
補
助
を
出
す
こ
と

と
こ
ろ
に
補
助
を
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
も
っ
と
選
ば
れ

に
よ
っ
て
、
も
っ
と
選
ば
れ

る
ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
。
ラ

る
ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
。
ラ

ン
ド
セ
ル
の
購
入
費
を
助
成

ン
ド
セ
ル
の
購
入
費
を
助
成

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
も
っ

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
も
っ

と
選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
る
と

と
選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
る
と

私
は
考
え
て
い
る
。
ぜ
ひ
、

私
は
考
え
て
い
る
。
ぜ
ひ
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

受
け
て
、
子
育
て
支
援
の
さ

受
け
て
、
子
育
て
支
援
の
さ

ら
な
る
充
実
を
検
討
し
て
い

ら
な
る
充
実
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

た
だ
き
た
い
。

一
般
質
問
　
水
上 

美
智
子 

議
員
　
／
　
鬼
澤 

治
男 

議
員

提
言

答答

答答

答

問

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

水上 美智子

鬼澤 治男

提
言
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た
、
現
場
に
つ
い
て
は
、
職

た
、
現
場
に
つ
い
て
は
、
職

員
に
よ
る
巡
回
を
毎
日
実
施

員
に
よ
る
巡
回
を
毎
日
実
施

し
、
さ
ら
に
警
察
へ
の
巡
回

し
、
さ
ら
に
警
察
へ
の
巡
回

依
頼
や
消
防
署
等
と
の
連
携

依
頼
や
消
防
署
等
と
の
連
携

を
図
り
、
対
策
に
努
め
た
。

を
図
り
、
対
策
に
努
め
た
。

大
竹
海
岸
鉾
田
海

大
竹
海
岸
鉾
田
海

水
浴
場
の
再
開
に

水
浴
場
の
再
開
に

向
け
て
の
対
応
策
を
伺
う
。

向
け
て
の
対
応
策
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
海

【
環
境
経
済
部
長
】
海

水
浴
場
の
再
開
に
向

水
浴
場
の
再
開
に
向

け
た
対
応
に
つ
い
て
は
、
海

け
た
対
応
に
つ
い
て
は
、
海

岸
の
管
理
者
で
あ
る
茨
城
県

岸
の
管
理
者
で
あ
る
茨
城
県

へ
速
や
か
な
護
岸
の
修
復
と

へ
速
や
か
な
護
岸
の
修
復
と

砂
浜
回
復
の
た
め
の
対
策
を

砂
浜
回
復
の
た
め
の
対
策
を

要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
で
は
改
修
の
事
業
化
に
向

県
で
は
改
修
の
事
業
化
に
向

け
専
門
家
等
に
よ
る
意
見
を

け
専
門
家
等
に
よ
る
意
見
を

聞
き
、
対
応
策
を
協
議
・
検

聞
き
、
対
応
策
を
協
議
・
検

討
中
と
の
報
告
を
受
け
て
い

討
中
と
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続

る
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続

き
県
に
対
し
て
早
急
な
対
応

き
県
に
対
し
て
早
急
な
対
応

を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。　　

本
市
の
観
光
資
源

本
市
の
観
光
資
源

と
し
て
、
有
効
に

と
し
て
、
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
、
な
る
べ

活
用
で
き
る
よ
う
、
な
る
べ

く
早
い
再
開
を
お
願
い
す
る
。

く
早
い
再
開
を
お
願
い
す
る
。

全
国
各
地
の
郵
便
局

全
国
各
地
の
郵
便
局

は
、
証
明
書
交
付
等

は
、
証
明
書
交
付
等

の
事
務
を
市
か
ら
受
託
し
て

の
事
務
を
市
か
ら
受
託
し
て

い
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

い
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
も

に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
も

郵
便
局
に
委
託
で
き
る
よ
う

郵
便
局
に
委
託
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

に
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

５
年
ご
と
の
更
新
の
作
業
が

５
年
ご
と
の
更
新
の
作
業
が

必
要
で
あ
り
、
有
効
期
限
を

必
要
で
あ
り
、
有
効
期
限
を

迎
え
る
人
は
こ
れ
か
ら
増
え
、

迎
え
る
人
は
こ
れ
か
ら
増
え
、

市
役
所
窓
口
が
混
雑
す
る
こ

市
役
所
窓
口
が
混
雑
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で

と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で

郵
便
局
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

郵
便
局
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
の
事
務
委
託
に

カ
ー
ド
申
請
の
事
務
委
託
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
マ
イ
ナ

【
総
務
部
長
】
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連

ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連

業
務
に
つ
い
て
は
、
事
前
準

業
務
に
つ
い
て
は
、
事
前
準

備
と
し
て
郵
便
局
と
市
役
所

備
と
し
て
郵
便
局
と
市
役
所

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
加
え
、
専
用
端
末
や
備
品

に
加
え
、
専
用
端
末
や
備
品

等
の
設
置
が
生
じ
、
事
業
着

等
の
設
置
が
生
じ
、
事
業
着

手
に
は
長
期
的
な
コ
ス
ト
の

手
に
は
長
期
的
な
コ
ス
ト
の

精
査
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

精
査
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
郵
便
局

し
て
い
る
。
ま
た
、
郵
便
局

で
従
事
す
る
職
員
研
修
等
の

で
従
事
す
る
職
員
研
修
等
の

実
施
、
郵
便
局
と
調
整
を
行

実
施
、
郵
便
局
と
調
整
を
行

う
人
員
等
も
勘
案
す
る
と
、

う
人
員
等
も
勘
案
す
る
と
、

現
段
階
で
導
入
す
る
こ
と
は

現
段
階
で
導
入
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
窓
口
業
務

し
か
し
な
が
ら
、
窓
口
業
務

が
多
様
化
す
る
中
に
お
い
て
、

が
多
様
化
す
る
中
に
お
い
て
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
は
重
要
と
捉
え
て
お

る
こ
と
は
重
要
と
捉
え
て
お

り
、
郵
便
局
と
の
連
携
に
つ

り
、
郵
便
局
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
今
後
も
研
究
し
て
い

い
て
は
今
後
も
研
究
し
て
い

く
。
く
。

確
か
に
費
用
対
効

確
か
に
費
用
対
効

果
を
考
え
る
と
困

果
を
考
え
る
と
困

難
と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き

難
と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

る
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
今
後
５

カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
今
後
５

年
後
、

年
後
、
1010
年
後
の
少
子
化
に

年
後
の
少
子
化
に

よ
り
市
で
働
く
職
員
の
数
も

よ
り
市
で
働
く
職
員
の
数
も

減
っ
て
い
く
と
推
測
で
き
る

減
っ
て
い
く
と
推
測
で
き
る

た
め
、
同
じ
窓
口
業
務
を
し

た
め
、
同
じ
窓
口
業
務
を
し

て
い
る
郵
便
局
に
業
務
委
託

て
い
る
郵
便
局
に
業
務
委
託

す
る
こ
と
も
有
効
と
考
え
る
。

す
る
こ
と
も
有
効
と
考
え
る
。

今
後
と
も
郵
便
局
と
の
連
携

今
後
と
も
郵
便
局
と
の
連
携

及
び
情
報
交
換
を
し
て
、
市

及
び
情
報
交
換
を
し
て
、
市

民
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

民
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
。

な
げ
て
ほ
し
い
。

提
言

答 問

一
般
質
問
　
久
保
田 

豊 

議
員
　
／
　
関
根 

正
史 

議
員

郵便局との連携による市民サービス向上を

生分解性マルチの普及を

農
業
生
産
に
お
け
る

農
業
生
産
に
お
け
る

ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
、
プ

ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
マ
ル
チ
は
、
雑

ラ
ス
チ
ッ
ク
マ
ル
チ
は
、
雑

草
抑
制
や
土
壌
の
温
度
調
整
、

草
抑
制
や
土
壌
の
温
度
調
整
、

水
分
保
持
、
病
害
虫
の
抑
制

水
分
保
持
、
病
害
虫
の
抑
制

な
ど
必
要
不
可
欠
な
資
材
の
一

な
ど
必
要
不
可
欠
な
資
材
の
一

つ
で
あ
る
。
本
市
で
行
っ
て
い

つ
で
あ
る
。
本
市
で
行
っ
て
い

る
生
分
解
性
マ
ル
チ
の
実
証

る
生
分
解
性
マ
ル
チ
の
実
証

実
験
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

実
験
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

生
分
解
性
マ
ル
チ
へ
の
転
換

生
分
解
性
マ
ル
チ
へ
の
転
換

の
考
え
を
伺
う
。

の
考
え
を
伺
う
。

【【
環
境
経
済
部
長
】
実

環
境
経
済
部
長
】
実

証
実
験
に
つ
い
て
は
、

証
実
験
に
つ
い
て
は
、

現
在
市
内
に
て
５
種
類
の
生

現
在
市
内
に
て
５
種
類
の
生

分
解
性
マ
ル
チ
と
慣
行
マ
ル

分
解
性
マ
ル
チ
と
慣
行
マ
ル

チ
の
計
６
種
類
の
マ
ル
チ
を

チ
の
計
６
種
類
の
マ
ル
チ
を

用
い
て
、

用
い
て
、
6060
ア
ー
ル
の
圃
場

ア
ー
ル
の
圃
場

で
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
実

で
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
実

証
実
験
は
２
か
年
計
画
で
実

証
実
験
は
２
か
年
計
画
で
実

施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
鉾

施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
鉾

田
地
区
１
か
所
、
来
年
度
は

田
地
区
１
か
所
、
来
年
度
は

鉾
田
地
区
に
加
え
、
新
た
に

鉾
田
地
区
に
加
え
、
新
た
に

旭
、
大
洋
地
区
と
市
内
３
か

旭
、
大
洋
地
区
と
市
内
３
か

所
で
計
画
を
予
定
し
て
い
る
。

所
で
計
画
を
予
定
し
て
い
る
。

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
４

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
４

月月
3030
日
に
マ
ル
チ
の
展
張
を

日
に
マ
ル
チ
の
展
張
を

行
い
、
８
月
末
現
在
で
順
調

行
い
、
８
月
末
現
在
で
順
調

に
マ
ル
チ
の
分
解
、
崩
壊
が

に
マ
ル
チ
の
分
解
、
崩
壊
が

進
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し

進
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

て
い
る
。

　

今
後
は
関
係
者
に
よ
る
現

　

今
後
は
関
係
者
に
よ
る
現

地
検
討
会
を
開
催
し
、
掘
り

地
検
討
会
を
開
催
し
、
掘
り

取
り
時
や
収
穫
品
に
ど
の
よ

取
り
時
や
収
穫
品
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
生
じ
た
か
検
証

う
な
影
響
が
生
じ
た
か
検
証

し
て
い
く
。

し
て
い
く
。

　

次
に
、
生
分
解
性
マ
ル
チ

　

次
に
、
生
分
解
性
マ
ル
チ

へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
マ

へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
マ

ル
チ
の
剥
ぎ
取
り
、
巻
き
取

ル
チ
の
剥
ぎ
取
り
、
巻
き
取

り
、
処
分
な
ど
の
工
程
が
な

り
、
処
分
な
ど
の
工
程
が
な

く
な
る
こ
と
で
労
働
力
や
労

く
な
る
こ
と
で
労
働
力
や
労

働
時
間
の
削
減
に
つ
な
が
る

働
時
間
の
削
減
に
つ
な
が
る

一
方
、
慣
行
品
よ
り
は
高
額

一
方
、
慣
行
品
よ
り
は
高
額

と
な
り
、
経
費
が
か
さ
む
一

と
な
り
、
経
費
が
か
さ
む
一

面
も
あ
る
。
今
回
の
実
証
実

面
も
あ
る
。
今
回
の
実
証
実

験
の
結
果
を
基
に
、
関
係
機

験
の
結
果
を
基
に
、
関
係
機

関
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

関
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

農
家
の
皆
様
へ
周
知
を
図
る

農
家
の
皆
様
へ
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
生
分
解
性
マ
ル

と
と
も
に
、
生
分
解
性
マ
ル

チ
の
普
及
、
新
た
な
補
助
事

チ
の
普
及
、
新
た
な
補
助
事

業
の
創
設
な
ど
、
既
存
の
農

業
の
創
設
な
ど
、
既
存
の
農

業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
排
出
削
減
と
並
行
し
て
研

の
排
出
削
減
と
並
行
し
て
研

究
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

究
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

生
分
解
性
マ
ル
チ

生
分
解
性
マ
ル
チ

の
普
及
率
の
向
上

の
普
及
率
の
向
上

が
コ
ス
ト
削
減
に
大
き
く
影

が
コ
ス
ト
削
減
に
大
き
く
影

響
す
る
こ
と
か
ら
、
何
よ
り

響
す
る
こ
と
か
ら
、
何
よ
り

普
及
率
を
上
げ
る
こ
と
が
大

普
及
率
を
上
げ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市

切
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市

が
生
分
解
性
マ
ル
チ
普
及
日

が
生
分
解
性
マ
ル
チ
普
及
日

本
一
、
農
業
生
産
日
本
一
、
環

本
一
、
農
業
生
産
日
本
一
、
環

境
へ
の
取
組
日
本
一
と
言
わ
れ

境
へ
の
取
組
日
本
一
と
言
わ
れ

る
よ
う
生
分
解
性
マ
ル
チ
展

る
よ
う
生
分
解
性
マ
ル
チ
展

開
へ
向
け
て
支
援
、
ま
た
研

開
へ
向
け
て
支
援
、
ま
た
研

究
を
お
願
い
し
た
い
。

究
を
お
願
い
し
た
い
。

答 問

久保田 豊

関根 正史

提
案
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一
般
質
問
　
高
野
　
衛
　
議
員
　
／
　
亀
山
　
彰
　
議
員

不可解な落札が続く建設工事等の入札は

２２
０
１
７
年
以
降
の

０
１
７
年
以
降
の

工

事

予

定

価

格

１
，

工

事

予

定

価

格

１
，

５
０
０
万
円
以
上
の
測
量
、
設

５
０
０
万
円
以
上
の
測
量
、
設

計
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託

計
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託

の
入
札
件
数
等
、
併
せ
て
、
建

の
入
札
件
数
等
、
併
せ
て
、
建

築
工
事
件
数
等
に
つ
い
て
伺
う
。

築
工
事
件
数
等
に
つ
い
て
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
建

【
政
策
企
画
部
長
】
建

築
工
事
件
数
は
、
合
計

築
工
事
件
数
は
、
合
計

2424
件
で
工
事
平
均
落
札
率
は

件
で
工
事
平
均
落
札
率
は

9292··

4848
％
、
業
務
委
託
は

％
、
業
務
委
託
は
7070
件件

で
平
均
落
札
率
は

で
平
均
落
札
率
は
7070··

9292
％
で
％
で

あ
る
。

あ
る
。

工
事
入
札
は
軒
並

工
事
入
札
は
軒
並

み
高
い
落
札
率
が

み
高
い
落
札
率
が

見
ら
れ
、
ま
た
業
務
委
託
で
は

見
ら
れ
、
ま
た
業
務
委
託
で
は

設
計
業
務
の
落
札
率
が
低
く
、

設
計
業
務
の
落
札
率
が
低
く
、

管
理
業
務
の
落
札
率
が
高
い
傾

管
理
業
務
の
落
札
率
が
高
い
傾

向
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の

向
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の

結
果
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

結
果
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
工

【
政
策
企
画
部
長
】
工

事
入
札
及
び
業
務
委
託

事
入
札
及
び
業
務
委
託

は
関
係
法
令
に
則
っ
て
、
適
正

は
関
係
法
令
に
則
っ
て
、
適
正

に
行
っ
て
お
り
、
適
正
な
結
果

に
行
っ
て
お
り
、
適
正
な
結
果

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

実
施
設
計
と
管
理

実
施
設
計
と
管
理

業
務
を
一
体
で
発

業
務
を
一
体
で
発

注
す
る
制
度
導
入
の
考
え
に
つ

注
す
る
制
度
導
入
の
考
え
に
つ

い
て
伺
う
。

い
て
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
他

【
政
策
企
画
部
長
】
他

市
町
村
の
動
向
や
、
メ

市
町
村
の
動
向
や
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
精
査

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
精
査

し
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

し
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
副
市
長
】
様
々
な
先

【
副
市
長
】
様
々
な
先

行
的
な
事
例
も
踏
ま
え

行
的
な
事
例
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
適
正
な
価
格
で
落
札

な
が
ら
、
適
正
な
価
格
で
落
札

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
た
い
。

新
庁
舎
複
合
施
設
計

新
庁
舎
複
合
施
設
計

画
が
進
ん
で
い
る
が
、

画
が
進
ん
で
い
る
が
、

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

建
築
工
事
入
札
方
法
な
ど
、
ど

建
築
工
事
入
札
方
法
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
考
え
な
の
か
方
向
性

の
よ
う
な
考
え
な
の
か
方
向
性

を
伺
う
。

を
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
委

【
政
策
企
画
部
長
】
委

託
は
、
一
般
競
争
入
札

託
は
、
一
般
競
争
入
札

だ
け
で
な
く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

だ
け
で
な
く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

式
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

建
設
工
事
入
札
方
式
は
、
基
本

建
設
工
事
入
札
方
式
は
、
基
本

計
画
の
中
で
検
討
を
行
う
こ
と

計
画
の
中
で
検
討
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
現
在
は
基
本
構
想
検

と
な
り
、
現
在
は
基
本
構
想
検

討
委
員
会
に
て
従
来
方
式
、
Ｅ

討
委
員
会
に
て
従
来
方
式
、
Ｅ

Ｃ
Ｉ
方
式
、
Ｄ
Ｂ
方
式
、
Ｐ
Ｆ

Ｃ
Ｉ
方
式
、
Ｄ
Ｂ
方
式
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
等
に
つ
い
て
例
示
し
て

Ｉ
方
式
等
に
つ
い
て
例
示
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
限
ら
れ

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
限
ら
れ

た
時
間
と
財
源
の
中
で
、
よ
り

た
時
間
と
財
源
の
中
で
、
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
に
事
業
を
進

効
率
的
・
効
果
的
に
事
業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
建
設
手
法

め
る
こ
と
が
で
き
る
建
設
手
法

や
そ
の
後
の
維
持
管
理
運
営
ま

や
そ
の
後
の
維
持
管
理
運
営
ま

で
含
め
た
事
業
手
法
に
つ
い
て

で
含
め
た
事
業
手
法
に
つ
い
て

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
認
定

こ
れ
ま
で
の
認
定

子
ど
も
園
、
人
道

子
ど
も
園
、
人
道

橋
、（
仮
称
）
鉾
田
市
子
育
て
・

橋
、（
仮
称
）
鉾
田
市
子
育
て
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
等
の
失
敗
を
糧
に
、
同

事
業
等
の
失
敗
を
糧
に
、
同

じ
轍
は
踏
ま
な
い
よ
う
ス
ピ
ー

じ
轍
は
踏
ま
な
い
よ
う
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
進
め
る
こ
と
を
お
願

デ
ィ
ー
に
進
め
る
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
。

い
し
た
い
。

要
望

答答

答

答答 問

問

再
質
問

再
質
問

亀山　彰

日本原子力研究開発機構『常陽』の再稼働の危険性は

「
常
陽
」
が
こ
れ
か
ら

「
常
陽
」
が
こ
れ
か
ら

再
稼
働
す
れ
ば
、
使

再
稼
働
す
れ
ば
、
使

用
済
み
の
核
廃
棄
物
が
発
生

用
済
み
の
核
廃
棄
物
が
発
生

す
る
が
、
そ
の
処
理
技
術
は

す
る
が
、
そ
の
処
理
技
術
は

現
在
全
く
未
完
成
で
見
通
し

現
在
全
く
未
完
成
で
見
通
し

が
な
い
。
使
用
済
核
廃
棄
物

が
な
い
。
使
用
済
核
廃
棄
物

の
問
題
に
つ
い
て
市
の
考
え

の
問
題
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
う
。

を
伺
う
。

【
副
市
長
】
使
用
済
み

【
副
市
長
】
使
用
済
み

核
燃
料
の
処
理
に
つ

核
燃
料
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
研
究
開
発

い
て
は
、
様
々
な
研
究
開
発

過
程
に
あ
る
。
現
在
の
取
組

過
程
に
あ
る
。
現
在
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
各
電
力
会
社

に
つ
い
て
は
、
各
電
力
会
社

等
と
も
連
携
を
し
な
が
ら
国

等
と
も
連
携
を
し
な
が
ら
国

で
進
め
て
い
る
。
使
用
済
み

で
進
め
て
い
る
。
使
用
済
み

核
燃
料
が
あ
る
こ
と
自
体
大

核
燃
料
が
あ
る
こ
と
自
体
大

変
な
危
険
性
が
あ
る
と
い
う

変
な
危
険
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
る

こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
る

の
で
安
全
性
が
保
た
れ
る
よ

の
で
安
全
性
が
保
た
れ
る
よ

う
幾
度
と
な
く
求
め
て
い
き

う
幾
度
と
な
く
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

た
い
と
考
え
て
い
る
。

危
険
性
を
理
解
し

危
険
性
を
理
解
し

て
い
る
な
ら
ば
、

て
い
る
な
ら
ば
、

な
ぜ
再
稼
働
に
了
解
す
る
よ

な
ぜ
再
稼
働
に
了
解
す
る
よ

う
な
意
見
を
つ
け
る
の
か
。

う
な
意
見
を
つ
け
る
の
か
。

【
副
市
長
】
国
の
新
基

【
副
市
長
】
国
の
新
基

準
を
満
た
せ
ば
、
安

準
を
満
た
せ
ば
、
安

全
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
考

全
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
考

え
る
。

え
る
。

　

使
用
済
み
の
核
燃
料
の
取

　

使
用
済
み
の
核
燃
料
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
大
変
危

扱
い
に
つ
い
て
は
、
大
変
危

険
性
が
伴
う
の
は
事
実
で
あ

険
性
が
伴
う
の
は
事
実
で
あ

り
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ

り
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
万
全
の
体
制
を
整
え
て
い

う
万
全
の
体
制
を
整
え
て
い

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
国

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
国

に
お
い
て
も
福
島
第
二
原
発

に
お
い
て
も
福
島
第
二
原
発

の
事
故
の
よ
う
な
こ
と
が
起

の
事
故
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
な
取
組
を
し

こ
ら
な
い
よ
う
な
取
組
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
危

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
危

険
性
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

険
性
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
安
全
性
が
保
た

て
い
る
が
、
安
全
性
が
保
た

れ
る
よ
う
求
め
て
い
く
と
い

れ
る
よ
う
求
め
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
る
。

　
「
常
陽
」
に
つ
い
て
は
、
通

　
「
常
陽
」
に
つ
い
て
は
、
通

常
の
原
子
炉
と
違
い
、
が
ん

常
の
原
子
炉
と
違
い
、
が
ん

等
の
治
療
に
も
役
立
つ
研
究

等
の
治
療
に
も
役
立
つ
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
将
来
的
に

を
行
っ
て
い
る
。
将
来
的
に

は
先
進
的
な
医
療
に
も
十
分

は
先
進
的
な
医
療
に
も
十
分

貢
献
で
き
る
施
設
で
あ
る
と

貢
献
で
き
る
施
設
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

考
え
て
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
再

　

そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
再

稼
働
に
つ
い
て
は
認
め
る
こ

稼
働
に
つ
い
て
は
認
め
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
市
民
の
理

い
ず
れ
に
し
て
も
市
民
の
理

解
が
重
要
に
な
る
。

解
が
重
要
に
な
る
。

危
険
性
は
承
知
を

危
険
性
は
承
知
を

し
て
い
る
と
言
い

し
て
い
る
と
言
い

な
が
ら
も
こ
の
再
稼
働
を
了

な
が
ら
も
こ
の
再
稼
働
を
了

解
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
、

解
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
、

大
変
納
得
が
い
か
な
い
。　
　

大
変
納
得
が
い
か
な
い
。　
　

　

医
療
に
つ
い
て
も
が
ん
の

　

医
療
に
つ
い
て
も
が
ん
の

治
療
に
貢
献
で
き
る
と
い
う

治
療
に
貢
献
で
き
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
既
存
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
既
存
の

加
速
器
で
も
製
造
実
績
が
あ

加
速
器
で
も
製
造
実
績
が
あ

る
。
必
ず
し
も
「
常
陽
」
で

る
。
必
ず
し
も
「
常
陽
」
で

し
か
作
れ
な
い
わ
け
で
は
な

し
か
作
れ
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
い
。

答答 問再
質
問

高野　衛

意
見
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一
般
質
問
　
羽
成 

洋
一
　
議
員
　
／
　
髙
埜 

栄
治
　
議
員

視覚障がい者への配慮を

視
覚
障
が
い
者
の
窓

視
覚
障
が
い
者
の
窓

口
来
訪
時
の
市
職
員

口
来
訪
時
の
市
職
員

の
配
慮
、
対
応
に
つ
い
て
の
現

の
配
慮
、
対
応
に
つ
い
て
の
現

状
を
伺
う
。

状
を
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
市
役
所

【
総
務
部
長
】
市
役
所

や
各
施
設
に
は
、
様
々

や
各
施
設
に
は
、
様
々

な
方
が
様
々
な
用
件
で
来
庁

な
方
が
様
々
な
用
件
で
来
庁

す
る
。
そ
の
中
に
は
、
市
役
所

す
る
。
そ
の
中
に
は
、
市
役
所

に
不
慣
れ
な
方
も
多
く
、
職

に
不
慣
れ
な
方
も
多
く
、
職

員
に
は
挨
拶
、声
か
け
を
し
て
、

員
に
は
挨
拶
、声
か
け
を
し
て
、

用
件
を
よ
く
聞
き
取
る
な
ど
、

用
件
を
よ
く
聞
き
取
る
な
ど
、

丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
る
よ

丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
る
よ

う
常
に
指
導
し
て
い
る
。
特
に

う
常
に
指
導
し
て
い
る
。
特
に

視
覚
障
が
い
者
の
方
の
場
合

視
覚
障
が
い
者
の
方
の
場
合

は
、
庁
舎
が
狭
隘
で
、
移
動
に

は
、
庁
舎
が
狭
隘
で
、
移
動
に

危
険
を
伴
う
こ
と
も
想
定
さ

危
険
を
伴
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
寄
り

れ
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
寄
り

添
い
、
声
を
か
け
る
な
ど
、
障

添
い
、
声
を
か
け
る
な
ど
、
障

が
い
の
特
性
に
応
じ
た
対
応

が
い
の
特
性
に
応
じ
た
対
応

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は
、

る
。障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は
、

そ
の
種
類
や
程
度
も
多
様
で

そ
の
種
類
や
程
度
も
多
様
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

障
が
い
に
応
じ
た
対
応
に
心
が

障
が
い
に
応
じ
た
対
応
に
心
が

け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
実
現
で

よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
実
現
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

寄
り
添
っ
て
い
く

寄
り
添
っ
て
い
く

と
い
う
対
応
に
つ

と
い
う
対
応
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
指
導
方

い
て
、
ど
の
よ
う
な
指
導
方

法
の
も
と
職
員
は
認
識
し
て

法
の
も
と
職
員
は
認
識
し
て

い
る
の
か
。
い
ろ
い
ろ
な
障
が

い
る
の
か
。
い
ろ
い
ろ
な
障
が

い
者
の
方
が
い
る
が
、
例
え

い
者
の
方
が
い
る
が
、
例
え

ば
目
の
不
自
由
な
方
は
白
杖

ば
目
の
不
自
由
な
方
は
白
杖

と
い
う
杖
を
持
っ
て
い
て
、
目

と
い
う
杖
を
持
っ
て
い
て
、
目

が
悪
い
ん
だ
な
と
認
識
す
る

が
悪
い
ん
だ
な
と
認
識
す
る

よ
う
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

よ
う
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

市
職
員
の
障
が
い
者
の
方
へ

市
職
員
の
障
が
い
者
の
方
へ

の
対
応
と
し
て
、
特
に
窓
口

の
対
応
と
し
て
、
特
に
窓
口

に
従
事
さ
れ
る
職
員
の
認
識

に
従
事
さ
れ
る
職
員
の
認
識

が
低
い
の
で
は
な
い
か
。

が
低
い
の
で
は
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】
視
覚
障

【
総
務
部
長
】
視
覚
障

が
い
者
を
特
定
し
た
研

が
い
者
を
特
定
し
た
研

修
を
開
い
て
は
い
な
い
が
、
市

修
を
開
い
て
は
い
な
い
が
、
市

職
員
と
し
て
日
頃
か
ら
持
っ
て

職
員
と
し
て
日
頃
か
ら
持
っ
て

い
な
く
て
は
な
ら
な
い
心
構
え

い
な
く
て
は
な
ら
な
い
心
構
え

と
い
う
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い

と
い
う
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い

る
。
管
理
職
を
集
め
た
中
で
指

る
。
管
理
職
を
集
め
た
中
で
指

導
を
し
て
い
き
た
い
。

導
を
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
等
の
方
と

　
ま
た
、
障
が
い
者
等
の
方
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
は
、
市
長
か
ら
も
ま
ず
は

こ
と
は
、
市
長
か
ら
も
ま
ず
は

挨
拶
な
ど
の
声
か
け
が
大
事

挨
拶
な
ど
の
声
か
け
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
は
常
日
頃
指
導

だ
と
い
う
こ
と
は
常
日
頃
指
導

さ
れ
て
い
る
。
不
便
な
施
設
と

さ
れ
て
い
る
。
不
便
な
施
設
と

ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
施
設
利

ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
施
設
利

用
時
の
障
壁
を
、
職
員
の
マ
ン

用
時
の
障
壁
を
、
職
員
の
マ
ン

パ
ワ
ー
で
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う

パ
ワ
ー
で
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う

な
取
組
を
し
て
い
き
た
い
。

な
取
組
を
し
て
い
き
た
い
。

各
職
員
の
気
配
り
の

各
職
員
の
気
配
り
の

問
題
で
あ
る
。
今
後

問
題
で
あ
る
。
今
後

ま
す
ま
す
周
知
し
て
ほ
し
い
。

ま
す
ま
す
周
知
し
て
ほ
し
い
。

　

お
金
を
か
け
て
設
備
を
ど

　

お
金
を
か
け
て
設
備
を
ど

う
の
こ
う
の
と
い
う
こ
と
で
は

う
の
こ
う
の
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
お
金
を
か
け
ず
し
て
で

な
く
、
お
金
を
か
け
ず
し
て
で

き
る
マ
ン
パ
ワ
ー
で
窓
口
の
対

き
る
マ
ン
パ
ワ
ー
で
窓
口
の
対

応
が
改
善
で
き
る
よ
う
に
努

応
が
改
善
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

答

問

羽成 洋一

提
言

ラーケーション推進による郷土愛醸成と観光振興を

本
市
の
児
童
生
徒
家
庭

本
市
の
児
童
生
徒
家
庭

対
象
の
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ

対
象
の
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
体
制
整
備
と
家
庭
間
格
差
施

ン
体
制
整
備
と
家
庭
間
格
差
施

策
に
つ
い
て
伺
う
。

策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
教
員
・

【
教
育
部
長
】
教
員
・

児
童
生
徒
と
保
護
者
に

児
童
生
徒
と
保
護
者
に

周
知
し

周
知
し
1010
月
か
ら
実
施
す
る
。

月
か
ら
実
施
す
る
。

家
庭
状
況
に
合
わ
せ
た
取
得
に

家
庭
状
況
に
合
わ
せ
た
取
得
に

配
慮
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の

配
慮
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の

活
用
を
通
し
て
環
境
整
備
に
努

活
用
を
通
し
て
環
境
整
備
に
努

め
た
い
。

め
た
い
。

　
ま
た
、
教
師
の
事
務
負
担
に

　
ま
た
、
教
師
の
事
務
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
留
意
し
て
い
く
。

な
ら
な
い
よ
う
留
意
し
て
い
く
。

【
教
育
長
】
家
庭
間
格

【
教
育
長
】
家
庭
間
格

差
の
配
慮
の
点
で
は
、

差
の
配
慮
の
点
で
は
、

身
近
な
地
域
や
施
設
活
用
で
、

身
近
な
地
域
や
施
設
活
用
で
、

児
童
生
徒
が
体
験
・
経
験
を

児
童
生
徒
が
体
験
・
経
験
を

積
む
機
会
と
し
て
い
た
だ
き

積
む
機
会
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

た
い
。

本
市
の
自
然
環
境
・
歴

本
市
の
自
然
環
境
・
歴

史
文
化
・
産
業
等
を
最

史
文
化
・
産
業
等
を
最

大
限
に
活
か
し
た
関
東
・
茨

大
限
に
活
か
し
た
関
東
・
茨

城
空
港
就
航
先
家
庭
等
を
対

城
空
港
就
航
先
家
庭
等
を
対

象
と
す
る
事
業
推
進
に
つ
い

象
と
す
る
事
業
推
進
に
つ
い

て
伺
う
。

て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
本

【
環
境
経
済
部
長
】
本

市
の
地
域
資
源
を
活
用

市
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
事
業
を
構
築
し
、
全
国
の

し
た
事
業
を
構
築
し
、
全
国
の

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

【
市
長
】
市
民
参
画
に

【
市
長
】
市
民
参
画
に

つ
い
て
は
行
政
の
取
組

つ
い
て
は
行
政
の
取
組

が
不
足
し
て
い
る
点
も
あ
る

が
不
足
し
て
い
る
点
も
あ
る

が
、
鉾
田
市
民
の
特
異
性
も
影

が
、
鉾
田
市
民
の
特
異
性
も
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
官

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
官

な
が
ら
、
適
正
な
価
格
で
落
札

な
が
ら
、
適
正
な
価
格
で
落
札

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
た
い
。

新
庁
舎
複
合
施
設
計

新
庁
舎
複
合
施
設
計

画
が
進
ん
で
い
る
が
、

画
が
進
ん
で
い
る
が
、

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

建
築
工
事
入
札
方
法
な
ど
、
ど

建
築
工
事
入
札
方
法
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
考
え
な
の
か
方
向
性

の
よ
う
な
考
え
な
の
か
方
向
性

を
伺
う
。

を
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
委

【
政
策
企
画
部
長
】
委

託
は
、
一
般
競
争
入
札

託
は
、
一
般
競
争
入
札

だ
け
で
な
く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

だ
け
で
な
く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

式
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

建
設
工
事
入
札
方
式
は
、
基
本

建
設
工
事
入
札
方
式
は
、
基
本

計
画
の
中
で
検
討
を
行
う
こ
と

計
画
の
中
で
検
討
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
現
在
は
基
本
構
想
検

と
な
り
、
現
在
は
基
本
構
想
検

討
委
員
会
に
て
従
来
方
式
、
Ｅ

討
委
員
会
に
て
従
来
方
式
、
Ｅ

Ｃ
Ｉ
方
式
、
Ｄ
Ｂ
方
式
、
Ｐ
Ｆ

Ｃ
Ｉ
方
式
、
Ｄ
Ｂ
方
式
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
等
に
つ
い
て
例
示
し
て

Ｉ
方
式
等
に
つ
い
て
例
示
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
限
ら
れ

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
限
ら
れ

た
時
間
と
財
源
の
中
で
、
よ
り

た
時
間
と
財
源
の
中
で
、
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
に
事
業
を
進

効
率
的
・
効
果
的
に
事
業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
建
設
手
法

め
る
こ
と
が
で
き
る
建
設
手
法

や
そ
の
後
の
維
持
管
理
運
営
ま

や
そ
の
後
の
維
持
管
理
運
営
ま

で
含
め
た
事
業
手
法
に
つ
い
て

で
含
め
た
事
業
手
法
に
つ
い
て

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
認
定

こ
れ
ま
で
の
認
定

子
ど
も
園
、
人
道

子
ど
も
園
、
人
道

橋
、（
仮
称
）
鉾
田
市
子
育
て
・

橋
、（
仮
称
）
鉾
田
市
子
育
て
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
等
の
失
敗
を
糧
に
、
同

事
業
等
の
失
敗
を
糧
に
、
同

じ
轍
は
踏
ま
な
い
よ
う
ス
ピ
ー

じ
轍
は
踏
ま
な
い
よ
う
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
進
め
る
こ
と
を
お
願

デ
ィ
ー
に
進
め
る
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
。

い
し
た
い
。

民
一
体
の
取
組
が
で
き
る
よ
う

民
一
体
の
取
組
が
で
き
る
よ
う

啓
発
に
努
め
た
い
。

啓
発
に
努
め
た
い
。

大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
へ

大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
へ

の
実
践
研
究
フ
ィ
ー
ル

の
実
践
研
究
フ
ィ
ー
ル

ド
の
提
供
と
観
光
計
画
へ
の
提

ド
の
提
供
と
観
光
計
画
へ
の
提

案
に
つ
い
て
伺
う
。

案
に
つ
い
て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
大

【
環
境
経
済
部
長
】
大

学
と
の
連
携
は
、
地
域

学
と
の
連
携
は
、
地
域

の
活
性
化
や
人
材
育
成
に
意

の
活
性
化
や
人
材
育
成
に
意

義
が
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い

義
が
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
観
光
戦
略
に
つ
い
て
も
観

る
。
観
光
戦
略
に
つ
い
て
も
観

光
全
般
の
振
興
を
図
る
べ
く
研

光
全
般
の
振
興
を
図
る
べ
く
研

究
し
て
い
く
。

究
し
て
い
く
。関

東
地
区
観
光
学

関
東
地
区
観
光
学

専
攻
大
学
生
の
ゼ

専
攻
大
学
生
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
大
会
開
催
地
と
し

ミ
ナ
ー
ル
大
会
開
催
地
と
し

て
、
ま
た
大
学
観
光
学
研
究
の

て
、
ま
た
大
学
観
光
学
研
究
の

メ
ッ
カ
と
し
て
位
置
付
け
て
は

メ
ッ
カ
と
し
て
位
置
付
け
て
は

ど
う
か
。

ど
う
か
。【市

長
】
観
光
を
含
め

【
市
長
】
観
光
を
含
め

た
様
々
な
提
案
に
対
し

た
様
々
な
提
案
に
対
し

て
、
職
員
が
自
ら
考
え
、
外
に

て
、
職
員
が
自
ら
考
え
、
外
に

出
て
、
積
極
的
に
交
流
し
、
連

出
て
、
積
極
的
に
交
流
し
、
連

携
機
会
を
創
る
必
要
が
あ
る
と

携
機
会
を
創
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

認
識
し
て
い
る
。

全
国
に
先
駆
け
て

全
国
に
先
駆
け
て

民
間
事
業
者
等
を

民
間
事
業
者
等
を

活
か
し
て
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

活
か
し
て
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ま
ち
鉾
田
を
全
国
に
発
信
し
て

ま
ち
鉾
田
を
全
国
に
発
信
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

い
た
だ
き
た
い
。

【
環
境
経
済
部
長
】
観

【
環
境
経
済
部
長
】
観

光
民
間
事
業
者
と
の
連

光
民
間
事
業
者
と
の
連

携
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
き

携
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
き

た
い
。
た
い
。

答答答

答答答

答 問問

問再
質
問

再
質
問

髙埜 栄治

再
質
問
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一
般
質
問
　
土
子
　
勝
也
　
議
員
　
／
　
委
員
会
活
動
報
告
〔
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
〕

要望書の
全文はこちら

ふるさと納税の実績及び成果等は

ふ
る
さ
と
納
税
の
委

ふ
る
さ
と
納
税
の
委

託
先
件
数
、
企
業
版

託
先
件
数
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
委
託
先
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
委
託
先
の

実
績
を
伺
う
。

実
績
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
委

【
環
境
経
済
部
長
】
委

託
先
に
つ
い
て
、
令
和

託
先
に
つ
い
て
、
令
和

４
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
推

４
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
業
務
及
び
地
域
プ
ロ
モ
ー

進
業
務
及
び
地
域
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
業
務
１
件
と
ポ
ー
タ
ル

シ
ョ
ン
業
務
１
件
と
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
契
約
が
５
件
、
令
和
５

サ
イ
ト
契
約
が
５
件
、
令
和
５

年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
推
進

年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
推
進

業
務
及
び
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

業
務
及
び
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
業
務
１
件
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ン
業
務
１
件
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
契
約
が
８
件
で
あ
る
。

ト
契
約
が
８
件
で
あ
る
。

【
政
策
企
画
部
長
】
企

【
政
策
企
画
部
長
】
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税

業
版
ふ
る
さ
と
納
税

獲
得
実
績
の
あ
る
事
業
者
１

獲
得
実
績
の
あ
る
事
業
者
１

社
へ
委
託
し
、

社
へ
委
託
し
、
1010
社
か
ら
総

社
か
ら
総

額
２
５
０
万
円
の
寄
附
を
い

額
２
５
０
万
円
の
寄
附
を
い

た
だ
い
た
。

た
だ
い
た
。企

業
版
ふ
る
さ
と

企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
市
長
の

納
税
は
、
市
長
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
次
第
で
納

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
次
第
で
納

税
額
が
変
わ
っ
て
く
る
と
聞

税
額
が
変
わ
っ
て
く
る
と
聞

く
。
今
後
市
長
は
ど
の
よ
う

く
。
今
後
市
長
は
ど
の
よ
う

に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

【
市
長
】
担
当
部
局
に

【
市
長
】
担
当
部
局
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
や
私
の
人
脈

よ
る
Ｐ
Ｒ
や
私
の
人
脈

な
ど
活
用
し
つ
つ
、
幅
広
い
周

な
ど
活
用
し
つ
つ
、
幅
広
い
周

知
に
努
め
た
い
。

知
に
努
め
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
数
に
つ
い
て
伺
う
。

品
数
に
つ
い
て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】令

【
環
境
経
済
部
長
】令

和
４
年
度
末
時
点
１
︐

和
４
年
度
末
時
点
１
︐

１
１
０
件
、令
和
５
年
度
末
時

１
１
０
件
、令
和
５
年
度
末
時

点
１
︐３
２
１
件
、令
和
６
年
８

点
１
︐３
２
１
件
、令
和
６
年
８

月
末
時
点
１
︐３
７
３
件
と
返

月
末
時
点
１
︐３
７
３
件
と
返

礼
品
数
は
増
加
し
て
い
る
。

礼
品
数
は
増
加
し
て
い
る
。

納
税
額
増
加
に
向

納
税
額
増
加
に
向

け
、
担
当
者
を
配

け
、
担
当
者
を
配

置
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

置
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

【
市
長
】
担
当
者
は
配

【
市
長
】
担
当
者
は
配

置
し
て
い
る
。
先
月
、

置
し
て
い
る
。
先
月
、

担
当
部
長
及
び
担
当
者
に
対

担
当
部
長
及
び
担
当
者
に
対

し
、
方
法
の
見
直
し
を
指
示
し

し
、
方
法
の
見
直
し
を
指
示
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

返
礼
品
の
多
様
化
が

返
礼
品
の
多
様
化
が

地
域
振
興
に
ど
の
よ

地
域
振
興
に
ど
の
よ

う
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
、
地

う
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
、
地

域
特
産
品
や
観
光
資
源
Ｐ
Ｒ

域
特
産
品
や
観
光
資
源
Ｐ
Ｒ

が
ど
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ

が
ど
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
の
か
。

て
い
る
の
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】
多

【
環
境
経
済
部
長
】
多

く
の
返
礼
品
を
取
り

く
の
返
礼
品
を
取
り

扱
う
こ
と
に
よ
り
事
業
者
の

扱
う
こ
と
に
よ
り
事
業
者
の

新
た
な
販
路
開
拓
等
に
寄
与

新
た
な
販
路
開
拓
等
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
数

す
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
数

多
く
の
特
産
品
が
あ
る
こ
と
、

多
く
の
特
産
品
が
あ
る
こ
と
、

農
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 委 員 会 活 動 報 告  
公共施設のあり方に関する調査特別委員会（令和6年9月6日）

　「鉾田市新庁舎・公共施設等整備基本構想の策定に向けた要望書」を提出しました!!
　本市の新庁舎・公共施設等整備の取組が、本市の発展、市民の安全・
安心の確保など将来を見据えたものとなるよう、各自治体の取組み及び
先進事例について調査・研究を行うため、5月8日（水）～ 5月10日（金）に、
岩手県遠野市・紫波町、栃木県鹿沼市・壬生町に視察研修を行いました。
　本特別委員会では､ 視察した4市町の取組に加え、執行部からの会議
結果・進捗状況等の報告をもとに協議を重ねてきました。　　
　そこで、特別委員会として基本構想に係る意見のとりまとめを行い、
執行部に対し要望することとしました。
　9月6日（金）に「鉾田市新庁舎・公共施設等整備基本構想の策定に向け
た要望書」を公共施設のあり方に関する調査特別委員会委員長、副委員
長から市長へ提出しました。 

要望事項
１．市民の声ならびに市民ニーズを反映させる新庁舎・複合施設
２．職員が働きやすい環境の新庁舎・複合施設
３．持続性のあるまちづくりに配慮した新庁舎・複合施設
４．限られた自主財源と有効な国等の財源を活用する新庁舎・複合施設
５．安心安全な新庁舎・複合施設
６．環境負荷軽減等に配慮した新庁舎・複合施設
７．本市の魅力発信の役割を担う新庁舎と複合施設
８．意思決定機関である議会運営環境に配慮した施設整備

（要望書の一部抜粋）

（鉾田市新庁舎・公共施設等整備基本
  構想の策定に向けた要望書の提出）



1717

お
知
ら
せ
　
映
像
配
信
に
つ
い
て
　
／
　
傍
聴
に
つ
い
て
　
／
　
議
会
傍
聴
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

議会映像配信をご利用ください

 旭地区と大洋地区でも視聴ができます
視聴はこちら

ライブ中継をご覧
いただく際の注意

　一般質問や採決などの本会議の様子は、インターネットを使用したライブ中継や
録画配信を行っています。
　インターネット環境があればいつでもどこでも議会を視聴することができますの
で、ぜひご活用ください。（録画配信は概ね１週間程度で反映されます）

　インターネット環境がない方は、旭総合支所及び大洋公民館にてライブ中継の視聴が
できますので、ご活用ください。　お近くにお住まいの方も立ち寄った際はぜひ！

お 知 ら せ

私語や拍手、高笑い禁止
議場内は静粛に

携帯の使用禁止
マナーモードに

議場内飲食禁止 庁舎内禁煙

議場内のルール厳守に
ご協力を

　本会議は、原則として鉾田市議会傍聴人受付簿に住所、氏名、年齢、電話番号を記入し
ていただければ、誰でも傍聴することができます。（児童及び乳児は議長の許可が必要）
　傍聴をご希望の方は、傍聴を希望される当日に市役所3階の議会事務局までお越しください。

議会傍聴希望の皆様へ

　　　鉾田市議会に関するアンケート実施します！

○マスクの着用は、個人の判断に委ねます。
○咳エチケットを励行してください。
○手洗い·手指の消毒を徹底してください。
○熱がある場合や体調不良（だるい·咳が出るなど）の
　場合は、傍聴参加を自粛願います。

傍聴についてお願い

本会議	 3月、6月、9月、12月の4回開催
場　所	 鉾田市議会議場	（鉾田市役所3階）
開　会	 午前10時
受　付	 鉾田市役所3階　議会事務局前
	 〈事前の申込不要〉

～傍聴の際は以下の点にご留意ください。～

　本議会では、市民に開かれた議会を目指すとともに、議会活動を広く理解していただけるよう議
会の活性化に取り組んでいるところです。
　アンケートは、傍聴者から議会に対してどのような意見があるかを把握し、議会活動に反映する
ことを目的に実施するものです。
　議場での議会傍聴受付時にアンケートをお渡ししますので、ご協力を
お願いいたします。アンケート用紙はお帰りの際、受付に置いてある回
収箱に入れてください。
　集約した意見等は、必要に応じて市長へ提言または政策立案等の参考
にするとともに、ほこた市議会だよりや鉾田市議会ホームページにて公
開いたします。あらかじめご了承ください。

市民の皆さまの議会に対する声をお聞かせください。
令和6年第4回定例会
からはじまるよ！

予告!!
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 委 員 会 活 動 報 告  
総務企画常任委員会視察研修（令和6年8月5日）
目　的　�自治会等の運営・加入促進と市民協働のまちづくり及び入札・契約制度、契約

工事環境改善の見直し等の方策について調査・研究を行うため

自治会・町内会活動ハンドブックの発行
市民協働の人材育成に向けて

入札・契約制度、契約工事環境改善の見直し

茨城県
守谷市

千葉県
我孫子市

　守谷市では、自治会等運営改善に関し、「自治会・町内会活動ハンドブッ
ク」を編集発行し活用を促すとともに、集会施設を用意できない自治会等へ
補助金等による手厚い支援を行っておりました。また、自治会等役員の方々
の負担軽減を図るため、「自治会等アプリ」の導入を進めており、本市でも参
考になるものと思われました。
　市民協働のまちづくりについては、市民や学識経験者の参画を得て、も
りや市民大学運営委員会が、「もりや市民大学」の企画運営を行っており、新
住民向け、高齢者いきがいづくりに加えて、まちづくり協議会コースを設け、
市民協働の人材育成に努めているとのことでした。
　本市は自治会加入・退会や市民協働のまちづくりの課題に対する取組が
少ないので、早急な具体的提案が示されるべきと考えます。

　我孫子市の入札・契約制度等についての取組の一端を理解するため、基
本的な制度設計について調査を行いました。
　総合評価方式入札の効果や入札及び契約制度検討委員会の統一性ある運
用、さらに令和６年度からの本格的な働き方改革を行政発注工事等に取り
入れた各種制度の運用後に見えてきた課題等も含め、報告を受けました。
　また、我孫子市クリーンセンター整備に関する事例をもとに、入札方式や
管理運営等における経費削減策、その後の修繕・財政計画について説明を
受けました。
　本市の厳しい財政状況を踏まえ、計画的な予算執行について改善と研究
を求めていきたいと思います。

（守谷市役所）

（我孫子市クリーンセンター）

【所管事務調査】
○�財政10ケ年計画（令和７年度以降）と重点諸計画の整合性及び財

政運営について
　市の最上位計画である鉾田市総合計画を含めた重点諸計画の
意義や概要、推進方法・進捗状況等の説明と併せ、今後に予定さ
れる鉾田・大洗広域事務組合負担金事業、新庁舎・公共施設等
整備事業等の計画期間や事業費見込み、財源等について、各計画
における位置づけと、その財政運営について説明を受けました。
　今後の大規模事業を見据えた計画改訂と持続可能性を確保し
た工夫ある行財政運営を求めるとともに、適宜、市民・議会への
説明を求めました。

○財政運営上活用する地方債及び本市各基金の有効性について
　市債活用の考え方、過去10年間の活用状況、償還見込額等、財政調整基金及び減債基金の設置目的と
活用状況、積立額、年度末残高、また主な特定目的基金である公共施設整備基金及び地域雇用創出推進
基金、地域づくり基金の設置目的、過去５年間の活用状況、取崩し額等について説明を受けました。
　地域づくり基金の充当状況のほか、水道事業広域化に向けての市債活用の考え方について確認したとこ
ろ、県の動向を踏まえつつ、協議を進めているとの説明を受けました。

9月25日総務企画常任委員会総務企画常任委員会
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【所管事務調査】
○水道事業の広域化について
　広域化に向けて本市が抱える課題、単独経営の場合のリスク、
経営統合によって見込まれる効果、経営統合に関する基本協定
概要とスケジュール等について確認しました。また、経営統合し
た場合の水道料金は値上げが見込まれるとの説明を受けました。

○国道51号子生地区歩道整備事業の進捗状況について
　令和２年度に地元説明会を行い、翌令和３年度より用地交
渉業務を開始、令和6年８月末現在までに対象件数79件のうち
56件（70.9％）との契約を締結している。また、令和６年10月
以降から工事契約が順次締結されるとの説明を受けました。

○鹿島灘海浜公園拠点化事業の進捗状況について
　鹿島灘海浜公園拠点化基本構想を策定し、県や常陸河川国道事務所からも拠点化事業推進について、連
携協力が図られる旨の回答があったこと、併せて、本事業の財源予定について確認しました。
　本事業完成見込みについては、他の類似事業の取組を参考にすると基本計画策定後から概ね６年を費や
していることから、本事業もその年数期間を予定したいとのことでした。

○観光イベント開催事業について
　ほこたオータムフェスティバル2024の開催目的及び概要、入場者数は昨年度の21,000人以上を目標と
していること、事業費は総額1,800万円であること、その他シャトルバス運行状況等についての説明を受
けました。

○海水浴場維持管理事業について
　大竹海岸鉾田海水浴場中止理由と中止を知らずに来場された方への対応について確認したところ、砂浜
の浸食が理由で中止し、来場者へは注意看板を設置し喚起しているとのことでした。県に対し、必要な改
修についての要望を行ったところですが、引き続き、働きかけは継続していきたいとのことでした。

【請願審査】
○請願第06－２号
　�　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府
予算に係る意見書採択を求める請願

　審議結果：採択（関連記事☞P10）

【所管事務調査】
○交通安全プログラムの進捗について　
　現在把握している小・中学校の通学路の危険箇所が44か所あ
ることを確認し、安全対策など関係機関と協議を行っていると
のことでした。また、通学路に張り出している枝木の撤去や道路の停止線等の引き直しなど早急に対応で
きる場所については随時対応しており、歩道などの整備が必要な箇所については、対応に時間が必要との
説明を受けました。
　

○地域包括支援センターの現状について
　地域包括支援センターが高齢者の健康寿命延伸に向けた様々な事業を行っていることを確認しました。
認知症サポーター育成事業については、認知症の人と家族を支える認知症サポーターの養成及び啓発活動
を行い、さらに中学２年生を対象にした養成講座を開催しており、認知症について正しく理解できる機会
を提供している旨の説明を受けました。その他にも介護予防啓発事業など様々な事業を行っており、参加
者が1,000名を超える事業もありました。

9月27日

9月26日

経済建設常任委員会経済建設常任委員会

厚生文教常任委員会厚生文教常任委員会



議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

1212月月55日日㈭㈭〜〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階事務局前

にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

※日程は変更になる場合があります。

令和6年第4回定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土

12/1 2 3 4 5

本会議
（開会）

6 7

8 9 10

一般質問

11

一般質問

12

一般質問

13 14

15 16

常任
委員会

17

常任
委員会

18

常任
委員会

19 20

本会議
（閉会）

21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1/1 2 3 4

※日程は変更になる場合があります。

令和6年第3回定例会延べ傍聴者数	 52名
議会映像配信視聴数	 467アクセス
	 （令和6年9月3日～令和6年9月30日）

編
集
委
員

委 員 長　羽成　洋一

副委員長　土子　勝也

委　　員　関根　正史　 久保田　豊

　　　　　鬼澤　治男　 亀山　　彰

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

掲載写真募集!!
あなたの写真を議会だよりに掲載してみませんか？
■写真のテーマ 『発見！魅力ある鉾田の風景』

（例 北浦などの水辺の風景、 花いっぱいな風景 など）

■申込方法

下記の必要事項を明記のうえ、 議会事務局まで画像

データ持参またはメール（gikai@city.hokota.lg.jp）で

お申し込みください。

・氏名 ・住所 ・電話番号 ・写真撮影場所（○○地区など）

・写真のタイトル（20字以内）

※団体名（○○クラブなど）も記載希望の方は、 そちら

も明記ください。

※掲載スペースの関係上写真は横向き。 メールでの

画像データはJPEG形式で６MB以内。

■注意事項

画像等の返却はできません。 また、 人物等を含む写真

の場合は肖像権の侵害等が生じないよう、 事前に被写

体の承諾を得たうえでお申し込みください。

お申込みは
　　　こちら ▶

　一般質問を傍聴し、市民のための市政運
営を目指した議会として、健全な活動をされ
ている様子を伺うことができました。
　ただし、議員の方で一度も質問されない
方もいるとの事。仕事として実施し、市民の
声を市政に反映させ、税金の適切な使用の
監視役を果たしていただきたい。
　最後に、一般の方の傍聴が少ない様に感
じたので、中・高校生に傍聴する機会を工夫
していただきたい。

白鳥東地区

荒地区長

菅谷　孟行
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    いっぱい練習したよ！～第一保育所鼓笛隊～

傍 聴 者 の 声


